
滝川市立病院 
滝川市立病院経営計画推進委員会の開催報告 

２：推進委員 

●平成29年3月に策定した「滝川市立病院経営計画」において、年度ごとに点検・評価を行い、その
結果を公表することとなっている。 
●平成30年度決算が確定したため、点検・評価のための委員会を開催した。 

３：推進委員会の開催（令和元年11月12日（火）18時30分 市立病院３階会議室１） 

●滝川市立病院経営計画の進捗状況の報告 
 ・H30年度決算における経営計画の進捗状況 
  ・計画に対する達成度 
  ・個別の取り組み状況 
  ・R元年9月までの経営状況（収支等） 
●その他（滝川市立病院への意見等） 
●主な発言 
 ・患者数の落ち込みは数値化されているが、減少の原因を解明する必要があるのではないか。 
 ・砂川市立病院では医師が疲弊して患者を地元に戻す方向だと聞いた。そのような患者を滝川市   
  立病院に取り込むチャンスだろう。 
 ・地域包括ケア病棟を広げてもいいのでは。 
 ・離職増加による看護師不足は大きな問題である。 
 ・高齢の患者は収益性が低く強みにならないかもしれないが、多く受け入れてはどうか。 
 ・経営改善のために色々対応していることを、市民に伝えたほうがいい。市民は、新聞報道から 
  しか情報を得ることができないので、評価が偏ってしまう。 
 ・単年度黒字化にならないのは、病院だけの問題ではない。繰出金を基準通り出していれば赤字 
  にはなっていないのだろう。 
 ・経営の問題を病院にまかせっきりではなく、市は何ができるか、病院はどこまでできるかを  
  はっきりさせるようコンサルを活用すべき。 
 病院からは 
 ・認知症の患者が増えたり、医療安全転倒に関する規制など10年前と比べてもケアの負担がとても  
  大きくなっている。 
 ・近隣の病院の例を見ても、一人あたりの看護師の負担が減れば、看護師が定着するという実績も 
  ある。（砂川、芦別） 
 ・滝川市立高等看護学院生に奨学金を出すといったことも市へ相談している。 
 

１：推進委員会の開催 

●滝川市立病院の運営について、第三者による点検・評価を行うため、病院の運営に深く関与する
団体から推薦を受けた方を委員として選任している。また、委員長及び副委員長は充て職としてい
る。医院の構成は以下のとおり。 
 
  滝川市医師会         文屋  学（委員長） 
  滝川市社会福祉協議会     髙谷 富士雄（副委員長） 
  滝川市町内会連合会連絡協議会 峯村 孝       
  滝川市婦人会         眞島セツ子 
  北海道税理士会滝川支部    八幡 吉宣 
  滝川市役所          中島 純一 

４：今後の進め方 

●経営コンサルを依頼している会社が今年度中に経営改善の計画をまとめる予定であるが、その際は
推進委員会に諮っていきたいと考えているので協力をお願いしたい。 
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